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弥生画制作を体験したい方を募集中
　山道町内会では、町内外問わずに多くの人
に弥生画の制作を体験してもらいたいと考え
ています。昨年は、台湾の慈済大附属高級中
学の生徒が弥生画の制作を体験するなど文化
の保存に尽力しています
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△昨年行われた台湾の学生による弥生画体験会

△旧山道分校に展示されている旧胡桃舘小学校の児童たちが制作した弥生画

町施設に弥生画を展示
　12 月末に奉納された弥生画は、毎年「道
の駅　鶴の里あるじゃ」に展示されいます。
　子どもたちが制作した弥生画は、「陸奥鶴田
駅」コミュニティプラザにて展示しています。

△コミュニティプラザに展示中の弥生画
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△モニターツアーで制作された弥生画
▽弥生画に使用された種子

△モニターツアーで弥生画制作中の参加者たち

 鶴の舞橋をリアルタイムで見ることが可能に  
　町では県の「青森県元気な地域づくり支援事業費補助金」を
活用して、鶴の舞橋の四季ごとの美しい景色や時間ごとの移り
変わりをインターネットで配信し、インバウンドや大都市圏へ
のPR効果を高めるため、鶴の舞橋周辺にライブカメラを設置
しました。
　個人や旅行事業者からの問い合わせも多い、天気（積雪状況）
や桜の開花状況、紅葉の進行度をリアルタイムで確認できるだ
けでなく、動画配信することで遠隔地などの閲覧者に四季の魅
力を届けることができます。
　映像配信は鶴田町観光ウェブマガジン「メデタイ・ツルタ」
にて配信しています。
・「メデタイ・ツルタ」
　URL：https://www.medetai-tsuruta.jp/live-camera.html △ライブカメラから見える景色
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